
飼育員さんと獣医さん
遠足用ワークシート解説

○動物園で働く獣医と飼育員の仕事を学び、地域で働く人々に関心を持つ
○動物園の仕事や動物たちについて学ぶことで、命の大切さを感じ大切にする
心を育む
○事前学習や園内学習で感じたことや考えたことを言葉で表現する
○教科書での学習と連携させ、より深い理解へとつなげる

動物園では、たくさんの人たちが働いています。動物のお世話をする人を「飼
育員」、動物のケガや病気を治す人を「獣医」といいます。飼育員は日頃の健
康管理と病気の予防に力をいれています。動物がケガや病気をしたときには、
飼育員と獣医が協力して治療をおこないます。

【　表面　】
〇動物園ではたらく飼育員と獣医　【　解説①　】
　・到津の森公園の動物たちのこと、飼育員の仕事について知る
○飼育員の一日の仕事　【　解説②　】
　・飼育員の仕事を一日の流れを通して知る
〇はたらく飼育員をさがしてみよう【　解説③　】
　・動物園のなかではたらく飼育員を見つける
　・飼育員を見つけて、どのような仕事をしているか調べる

【　裏面　】
○動物の健康観察 /目でみて観察をする
　・飼育員や獣医が動物たちを観察するポイントを子どもたち自身で行なう
　・調べる、見る、絵をかく、言葉にする

テーマ：『動物園ではたらく人たち』

学習の展開

解説　①　　動物園ではたらく人たち

　朝 8時 45 分に飼育員と獣医が全員あつまって、朝礼 ( 朝のあつまり）をし
ます。動物園は 9時に開くので、それにあわせて動物たちをお部屋から運動場
へだしていきます。
　朝のエサやりをして、夜の間動物たちが過ごしていたお部屋を掃除していき
ます。そのあとは、動物たちの観察、エサ用の木の枝の採取、来園者の対応や
教育普及活動、イベントの準備、看板の作成など様々な仕事をしています。

　午後からはモルモットのふれあいなどもあります。様々な仕事をすませ 15
時にミーティングをおこない、動物たちをお部屋にいれる準備をはじめます。
17 時の閉園にあわせて動物たちをお部屋にいれ、それぞれ担当動物の日誌を
書いて一日の仕事が終わります。

解説　②　　飼育員の一日の仕事

　飼育員は園内各所で様々な仕事をしています。児童に飼育員が働いていると
ころを見つけてもらいます。
【観察ポイント】　＊都合により時間がずれたり実施しないことがあります
・ゾウのトレーニング　朝 9時半前後にゾウのトレーニングをしています。ゾ
ウの足の裏や背中の健康観察をするため、座る、寝転ぶ、足をあげるなどの指
示をだしてゾウとコミュニケーションをとりながらトレーニングをします。
・ニホンザルのそうじ　毎日朝 10 時から 11 時頃にニホンザルの岩山で掃除を
しています。水をつかってうんちや食べ残しをきれいに落としていきます。

解説　③　　飼育員が働いているところを見つける



動物の健康観察をしてみましょう
飼育員や獣医は、毎日動物たちの様子をよく観察します。いつ
もと違う場合、ケガをしていたり病気の兆候があったりします。
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児童に観察する動物を選んでもらいます

動物の絵をかきます

＊午後からのグループ活動などで活用すると効果的です

＊作業やイベントの時間は、変更や中止をすることがあります

ウンチは動物たちの健康を教えてくれる大事なもの
です。私たち人間と同じように、おなかの調子が悪
くなるとウンチが柔らかくなったり、液状になった
り、硬く固まり状になったりします。
大きさや形、数など運動場にあるウンチをしっかり
と観察してみましょう。
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